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１．はじめに

原稿は以下の要領をご参考にご執筆ください。なお、本要旨は冊子体で研究会参加者に配布されます。

	項目
	標準形式

	本文
	日本語

	用紙サイズ
	A4縦長，横書き

	コラム
	講演題目、氏名、所属、概要は１段組、本文は2段組

	1ページ目
	ご講演題目、ご氏名、ご所属、ご連絡先 (Eメール) をセンターで書き、次いで200字程度の概要、本文の順でお願いいたします。

	講演題目
	14ポイントで記入願います。

	氏名
	講演題目から1行空けて12ポイントで記入願います。

	所属･連絡先
	氏名の次の行に12ポイント

	本文
	概要から2行空けて2段組とし、10ポイントでお願いいたします。

	2ページ目以降
	1行目から2段組とし、10ポイントでお願いいたします。


２．原稿作成上の留意点

(1) 原稿の長さは上記の書式で8ページを目安にお願いいたします。(8ページ以上でも構いません) ただし、2ページ目以降は、ご講演に関する補足資料 （ご講演スライドの縮小版、過去にご執筆のレポート、その他著作権上問題のないもの） で置き換えても構いません。
(2) 図表は原稿内に直接貼り込み願います。

(3) 文章の体裁・項目の分け方などに特段の定めはございません。
(4) ページ番号の記載は不要です。
３．原稿提出先および問い合わせ先

(公社)電気化学会キャパシタ技術委員会事務局
Tel:  0277-30-1352（白石）, 1359（畠山）

Fax: 0277-30-1353
E-mail: capatech@electrochem.jp
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